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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

〇 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、環境要因によって生じるゲノム DNA 損傷を除去するヌクレオチド除去修復（NER）の開

始を制御する新たな分子機構の解明を目的としている。 

現段階では、色素性乾皮症（XP）の責任遺伝子産物の一つである XPC の会合分子の同定と、XPC と

の相互作用が見込まれる因子をスクリーニングに成功している。 

しかし、当初計画した主要課題の一つである、NER の損傷認識の役割を担う DDB2 及び XPC の細

胞内動態に影響を与える因子の本新規システムを利用した探索において、当初の計画どおりに進んで

いない点があり、また、研究出版物としてもインパクトのある研究成果が上がっているとまではいえな

い。このままでは、当初目的の高次機能解析にまで到達しない可能性があるため、今後の更なる努力を

期待する。 


